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高く伸ばすことで衛星との通
信が高まりでデブリの軌道情
報を得る

洞窟にあるチューブの空間を月
面上にまで伸ばすことで直射日
光が当たったり宇宙空間を見渡
せる要求をみたすことが出来る

地球や星を見たり植物を育てたり
太陽光発電をするために月面にも
空間やそれを支える設備が必要

軌道に応じてタワーの高さを
変えることでデブリとの衝突
を回避する

月面から空洞までの地層に
スペースを設けて収納できる

▼Diffarent points between 1G and 1/6G

1/6G

１m以上

5mくらい

階段の蹴上げ■

スカイダイビング■

力と移動の関係が変わる 回転によりものの見え方が変わる

■ ベッドルーム

■ 風呂

天井に家族がいる家具がある

遠心力により水が空間
の際に集まる
自分の上に湯に浸かる
人がいる

天蓋で視線を遮ることも出来る

   １G
（moon）
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各住戸のコモンスペース １Gか１/6G は好みで選べる

▼HOW to ENTER

人が入った 1/6G から
１Gまで回転する玄関
を介すことで介すスム
ーズに１Gの空間に入
れる

一つの棟で
住居システム
が完了する
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Mina Shibata , Suvimon Posuk , Mao Murakami , Azusa Yagisawa

宇宙開発が盛んになってきた 21世紀。
人々は 30年の論争と計画を積み上げ、人類の月面住居といった
宇宙開発にとって新たな一歩をふみだした。
しかし、月は地球の 6分の１の重力のみ。くわえて大気もない不毛
な土地だ。重力の少ない空間では人間・動物は健康には生きてくこ
とが難しい。しかし、月でも地球と同じだけの重力を得られたら、
人間はより健康で子孫繁栄にもつながるユートピアを得られること
が出来る。月ならではの生活の楽しみ方もあるが、用途や好みによ
重力を選択できる場をつくろう。
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